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03 – ヒップポイントのチェック



1703 – ヒップポイントのチェック

測定対象物を設置し位置合わせを行います。Laser Line Probeを使って

表面をスキャニングします。これによって、表面の点群データを取得

し保存します。

次に、裏面をスキャンするために測定対象物を改めて設置し位置合わ

せを行います。再度Laser Line Probeを使って裏面をスキャニングし点

群データを取得保存します。今度は、先ほど取得した表面の点群デー

タをインポートし、ソフトウェア上でこの2つのスキャンデータを合わ

せこむことで、全体形状のデータを取得できます。

CADモデルを参照データとしてインポートし、スキャニングした点群

データとの比較検証を行います。

比較検証したい箇所を指定して、2次元的な比較を行います。測定結果

は、CADデータとその箇所の点群データを表示します。ここで表示さ

れる色分けされたウィスカーは、公称値と実測値の偏差を表していま

す。

2次元的な寸法を測定したい場合、その箇所に対して距離、角度、範囲

などもすべて評価できます。様々な形式(PDF、Excel、Word)でレポー

トが作成できます。この作業もワンクリックするだけで3次元PDFが作

成でき、ズームや回転なども行えます。

ほとんどの場合、複数の分析が必要になります。ソフトウェアにはバ

ッチ処理機能が備わっており、最初に実行した分析を自動的に繰り返

し行えます。また、製品の傾向分析(SPC)機能も付いています。

参照データと検証対象の点群データ(テストデータ)が準備できたらアラ

イメントを行います。ここではベストフィット方式を用います。

ベストフィット方式により、ソフトウェア上でCADデータと点群デー

タの合わせ込みを行います。それが終わったら、3次元形状の比較を行

います。（ワンクリックで行えます）

公差を設定し、測定値が公差内の場合、その箇所は緑色で表示されま

す。公差からマイナスに外れた箇所は青色、プラスに外れた箇所は赤

色で表示されます（色の濃さの違いは偏差の幅を表しており、色が濃

くなればなるほど、偏差が大きいことを表しています）。

確認したい箇所を選択することで、CADデータと測定で取得したデー

タとの偏差の詳細を表示できます。また、測定データ上に等間隔のグ

リッドを作成して、事前定義した距離における変化を分析することも

できます。
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FARO Edge ScanArmを使う
と、ランバーサポートのさまざ
まな位置の測定ができます。

ランバーサポートの測定

カーシート開発でよく使われる用途としては、シートと

ランバーサポート(背もたれの腰椎が当たるあたりに設け

た支え)の位置の調整があります。

操作が簡単で、対象物に接触せずに短時間で測定できる

ので、FARO Edge ScanArmはこのような作業に最適で

す。

ランバーサポートはポジションを変えて、数回スキャン

します。ポジションはソフトウェアで直接表示でき、調

整代はカラーマップ表示により視覚化できます。

04 – ランバーサポートの測定
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すべてのFaroArmには、負荷セン

サー(特許取得済み)が搭載されてお

り、アームにかかる負荷や圧力をモ

ニターしています。測定精度を損な

うような状態になると、即座に画面

上に警告が表示され、ユーザーに知

らせます。この機能により、初心者

でもあらゆる場面で正確な測定がで

きます。

ストレストップ







接触式モデル (7軸)

繰返し精度1 0.024mm (0.0009in.) 0.029mm (0.0011in.) 0.064mm (0.0025in.)

測定精度2
± 0.034mm 
(±0.0013in.)

± 0.041mm 
(±0.0016in.)

± 0.091mm 
(±0.0035in.)
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